
Yes/No の判断処理 ※判断材料＝４ 判断根拠情報＝2の例
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重要度設定テーブル
判断材料（１） 判断材料（２） 判断材料（３） 判断材料（４）

判断に必要な判断
材料と判断根拠の
情報全てを登録し
プログラムは全て
の判断材料と判断
根拠情報を自動で
読み込み処理する
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